
  若竹        
高城小学校 学校だより

     
令和６年７月１９日

                    

若竹のごとく子どもたちがまっすぐに伸びてほしいという願いを込めています。 

１学期が終了します！！（１年：７０日、２～６年：７２日） 

 １学期の終業式を７月２２日（月）に迎えます。保護者や地域の皆様にたくさんご支援をいただきました。大

変、ありがとうございました。心から感謝申し上げます。これから、長い夏休みに入ります。けがや事故などに

十分気を付けて、楽しい、有意義な夏休みにしてもらいたいと思います。 

なお、今年度、高城小学校は夏休みの登校日はありません。また、都城市教育委員会の設定により、８月１０

日（土）～８月１６日（金）まで、学校閉庁期間となります。実質、８月１８日（日）までは、学校には職員は

おりません。命に関わるような事故等があった場合は、学校の留守電へお知らせください。また、２学期の始業

式は、８月２６日（月）となります。２学期も変わらぬご支援をよろしくお願いいたします。 

 

外部の方々に協力していただいた授業の様子の一部 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２７日（木）に、６年生が社会科の学習で、「都城市教育委員会文

化財課」の方々の協力のもと歴史の学習を行いました。写真のように、都

城市の成り立ちや縄文、弥生、古墳時代の生活について、都城市で出土し

た遺跡なども見せてもらいながら、座学で説明を聞きました。また、その

後、学習用端末で調べ学習を行い、最後に写真の遺跡を実際に触らせて

もらいました。この歴史の学習が児童にとって、「実感を伴った理解」に

つながったようでした。 

６月２１日（金）に３年生が食

育の授業を行いました。今回の授

業は、栄養教諭の先生とのT・T

での授業を行いました。テーマ

は、「朝ご飯について考えよ

う」。栄養教諭の先生には、専門

的な話をしてもらいました。 

７月１日から宮崎県教育委員会が実施している「いのちの教育週間」

が始まりました。本校でも、心ぽかぽかウィークでも命を大切にするい

ろいろな取組を行っています。その一つとして、６年生が、都城医療セ

ンターの助産師さん３名を招いて、性に関する命の授業を行いました。

生命の誕生について、写真などを使って分かりやすく説明してもらいま

した。また、赤ちゃんの模型を抱っこしたり、妊婦体験を行ったりし

て、実感を伴った理解につながったようです。感想には、「自分一人を

産むために、たくさんの人ががんばっていることを知りました。お母さ

んのおなかの中で赤ちゃんの心臓が動いている音や赤ちゃんが生まれて

呼吸している声を聞いて、とても感動しました。」とありました。 

７月２日（火）に、「けいゆう

自動車学校」の方を招いて、低学

年・中学年・高学年ごとに交通安

全教室を実施しました。専門的

な知識をもった自動車学校の職

員の方に、特に「交通安全につい

て」「安全な歩行や自転車の乗り

方について」話をしてもらいま

した。自他の命を大切にするた

めの知識をしっかり身に付け、

実践してほしいと思います。 



学習支援ボランティアによる授業補助の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生 国語科 「つなぎ言葉のはたらきを知ろう」の研究授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 高城小学校の学校運営協議会 委員の紹介 

 令和６年度の高城小学校の学校運営協議会委員の皆様です。「学校の応援団」や「学校

運営の協力者」として、学校を支えていただきます。６月２４日（月）に高城中学校区の

３校で、第１回合同学校運営協議会を開催し、学校経営方針の承認をいただきました。 

委員の皆様６名を紹介します。 

 

本年度、よろしくお願いいたします。 

 ○ 川島 宏幸 様（委員長）   ○ 福島 清邦 様（副委員長）  ○ 上村 リエ 様 

 ○ 徳丸 信一 様        ○ 外勢 徹男 様        ○ 外勢 浩子 様 

 

 ※ 学校行事や学校生活の様子等は、ホームページにも掲載していますのでぜひご覧ください。 

今年度も地域の方が学習支援ボランティアとして担任の授業の学習補助をしていただいています。問題解決の

アドバイスをしてもらったり、声かけをしてもらったりして、大変助かっています。今年度も、お二人お見えに

なっていますが、お二人とも学校運営協議会の委員さんでもあります。いつも子どもたちのため、学校のために

ありがとうございます。次の写真は、お二人のうちのお一人の学習支援の様子です。 

６月２５日（火）に４年 国語科「つなぎ言葉のはたら

きを知ろう」の研究授業が行われました。皆さんもご存じ

のように、文と文の間に入れる「また」「しかし」「ある

いは」「つまり」「ところで」・・・などをつなぎ言葉

（接続語）と言います。このつなぎ言葉の違いを理解し、

使い分けて文を作る授業でした。 

前時の復習をし、つなぎ言葉の意味をしっかり理解し、自

分で練習問題を解き、グループで評価の視点をもとに討論

するという流れでした。 

グループでの討論の際には、先生のつなぎ言葉を入れて、

気持ちが伝わりますか？という視点を元に、話合いをして

いました。子どもたちは、見通しをもち、どんな視点で話

合いをすればよいか、考えていました。 

 

 このように、学校では、主題研究という勉強

会で「国語科」「道徳科」「学級活動」のメンター

チームを組織して、教科の特質を考慮しながら、

わさびの授業（市教委が考えている子ども主役

の授業のこと）と ICTを活用した授業の進め方

の研修を行っています。 


